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中学校卒業後の支援等について
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２ 上田市における若年者就労（自立）支援の取組

⑴上田市就労サポートセンター

⑵地域若者サポートステーションとの連携事業

⑶地域若者等定住就職支援事業
（わかいこ はたらこ プロジェクト2021）
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１ 上田市の現況（各種調査から見える当市の状況）

①内閣府調査から推計する ひきこもり者数（令和元年8月1日現在）

〇15歳~39歳 618人（参考：平成27年度調査の出現率 1.57％から推計）

〇40歳~64歳 747人（参考：平成30年度調査の出現率 1.45％から推計）合計1,365人

②長野県調査（民生児童委員へのアンケート）による ひきこもり者数（平成31年2月）

●15歳~64歳 182人

③就職氷河期世代※１の不安定就業者数（令和元年8月1日現在）

※１：概ね平成5年～平成16年に高校卒業期を迎えた世代 中心層35歳～46歳

▲不安定な非正規雇用者 571人（参考：総務省集計の割合 3.0％から推計）

▲長期無業者・支援が必要な者 457人（参考：総務省集計の割合 2.4％から推計）
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２ 上田市における若年者就労（自立）支援の取組

⑴ 上田市就労サポートセンター（無料職業紹介） ※市直営 平成２５年度～

〇事業主体：商工観光部地域雇用推進課（市勤労者福祉センター内）

〇設置根拠：職業安定法

〇相談対応：毎週月曜日～木曜日 専任相談員を配置（社会保険労務士）

〇対象：働きたい意欲はあるものの、様々な事情により職に就けない、仕事が続かないなど

ハローワーク経由では就職することが困難な人（15歳以上）

〇支援内容：職業紹介、履歴書・職務経歴書の書き方支援、労働法規講習

〇相談実績（R2）：延相談件数270件（内、20~39歳126件、40~59歳98件、60歳~46件）
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２ 上田市における若年者就労（自立）支援の取組

⑵ 地域若者サポートステーションとの連携事業①

【保護者相談】 ※委託 平成21年度～ 事業費715千円（令和2年度）

ア 内 容：就労等自立に向けた困難さを抱える若者の保護者を対象とした個別相談やセミナー
・実施日：毎週月曜日 13：30～16：30（一人１回につき約50分）

イ 対 象：学齢期から49歳までの子を持つ保護者

ウ 実 積：

※令和2年度年代別人数：10代-28人（45.9％）、20代-29人、30代-3人、40代-1人
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年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R2年度

延べ実施回数 241回 253回 228回 281回 224回

実人数 73人 71人 62人 80人 ※61人

本人支援開始 61人 61人 52人 64人 57人

進路決定者 20人 24人 17人 13人 10人



２ 上田市における若年者就労（自立）支援の取組

⑵ 地域若者サポートステーションとの連携事業②

【臨床心理士カウンセリング】 ※委託 平成21年度～ 事業費960千円（令和2年度）

ア 内 容：就労等自立に向けた困難さを抱える若者に対するカウンセリングやセミナー
・実施日：月３回（基本的に水曜日）13：00～17：00（一人１回につき約50分）

イ 対 象：学齢期から49歳までの者

ウ 実 積：

※令和2年度年代別人数：10代-2人（13.3％）、20代-9人、30代-3人、40代-1人
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年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R2年度

延べ実施回数 69回 60回 40回 47回 60回

実人数 20人 10人 12人 15人 ※15人

進路決定者 6人 3人 2人 7人 7人



２ 上田市における若年者就労（自立）支援の取組

⑶ 地域若者等定住就職支援事業 （わかいこ はたらこ プロジェクト2021）

※委託 平成28年度～ 事業費19,474千円（令和2年度）

ア 目的 様々な事情で職に就くことが困難な若者を、研修を通じ
正規雇用につなげ、経済的自立と市内定住を図る。

イ 内容 ■OFF-JT（1か月） ＜座学研修＞
・社会人としての基礎力養成
・業務に必要な知識・技能の習得
◇OJT（1か月） ＜職場研修＞
・受講者の希望、適性及び受入企業とのマッチング
※研修期間中は、事業受託団体の社員として雇用
給与支給、社会保険加入

ウ 対象 市内在住の概ね29歳までの無職・失業・非正規雇用者

エ 実績
（単位：人）
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H30年度 R元年度 R２年度 合計

研修参加者数 ２０ １８ １６ ５４

内）正規就労者数 １８ １４ １５ ４７



２ 上田市における若年者就労（自立）支援の取組

⑶ 地域若者等定住就職支援事業 （わかいこ はたらこ プロジェクト2021）

オ 受講生及び受託事業所へのヒアリングから見えてきたこと
◇研修生の特徴

・中学、高校期に不登校経験ある者が一定数参加している。
・発症時期は不明であるが、精神的不調を経験した者が半数程度いる。
・自己肯定感や自己有用感が低く、目標を設定し計画的に行動する習慣がない。
・生活習慣が身についていない。
・素直で、成長意欲はあるが、行動力、対人関係構築力が不足している。
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令和元年度 令和２年度 合計

研修参加者数（人） １８ １６ ３４

（内）中学時に不登校経験有 ５（２７．８％） ３（１８．８％） ８（２３．５％）

（内）高校時に不登校経験有 ８（４４．４％） ５（３１．３％） １３（３８．２％）

（内）高校中退 ４（２２．２％） １（ ６．３％） ５（１４．７％）

（内）精神的不調、ひきこもり経験有 １０（５５．６％） ７（４３．８％） １７（５０．０％）



２ 上田市における若年者就労（自立）支援の取組

⑶ 地域若者等定住就職支援事業 （わかいこ はたらこ プロジェクト2021）

□研修時に作成するライフラインチャート（１０歳～現在の振り返り）から見える研修生の姿

・ 具体的な成功体験を認識できていない。

・ 安定した生活の中から、「何か」を要因にして生活意欲などのマインドを大きく下降させた
経験を持っている。

・ 「何か」とは様々であるが、大人・友人など人間関係の要因が目立つ。

・ マインド低下を環境変化により何回か繰り返し経験している。

・ ライフラインチャートを作成して改めて自己理解を深め、自身の見方を変える若者が多い。

・ 職業を理論的に学ぶ機会が不足しているためか、自己体験のみの認識に捉われている。
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２ 上田市における若年者就労（自立）支援の取組

⑶ 地域若者等定住就職支援事業 （わかいこ はたらこ プロジェクト2021）

☆研修生と関わる中で考える、望まれるキャリア、志向、行動に関する教育機会について

・パフォーマンス（思考力、判断力、行動力など見えにくい力）を可視化し評価する取組

・自分にとって価値ある目標を設定、計画を立て実行、成果に学ぶ経験

・集団目標を仲間と設定、役割を決め、計画を立て、期日までに達成し成果を共有する機会

・物事へのチャレンジの仕方を技術として身に付け、達成感を得る経験

・習慣形成とルーティン行動についての理解とスキルの習得

・安心安全な人間関係づくりに必要なコミュニケーションスキルの習得 10


